
 

地域生活支援拠点 緊急用居室利用状況（令和元年度） 

 

１ 緊急受入れに関する相談のあった機関と件数（平成 31年４月～令和２年１月） 

 

  

受入れあり 

（n=34) 

相談のみ 

（n=46) 

合計 

（n=80) 

区障害高齢課 10 12 22 

区家庭健康課 ３ １ ４ 

専門相談機関 ２ ８ 10 

委託相談支援事業所 10 ４ 14 

指定特定相談支援事業者 ６ ７ 13 

サービス提供事業所 ０ １ １ 

本人 ０ ０ ０ 

その他 ３ 13 16 

なお，緊急受入れに至った 34件は，すべて地域生活支援拠点で受け入れた。 

 

２ 緊急用居室の利用者数（n=34）と内訳（平成 31 年４月～令和２年１月） 

（１） 基本属性 

 

 

（２） 緊急事態となった理由（緊急受入れケースのみ） 

理由 件数 備考 

介護者との関係悪化 17  

状態悪化など本人要因 ３  

介護者の不在 ６  

その他 ８ AP 家賃滞納による強制退去２件 

退院後から次の居所の入居日まで利用２件 

他の GH 利用者の不穏が原因１件 

GH で他の入居者とトラブル１件 

雇用継続困難により寮退去１件 

他の短期入所利用できない間に利用１件 

令和元年度 第２回仙台市障害者自立支援協議会 

令和２年３月 18 日 参考資料２ 



 

（３） 緊急用居室利用延日数 

利用日数 件数 備考 

３日以内 12  

４日以上７日未満 ５  

７日以上 14 日未満 ４  

14 日以上 30 日未満 ７  

30 日以上 ４ 31 日, 31 日,119 日,173 日 

継続利用中 ２  

 

（４） 緊急居室利用状況 

利用居室数 日数 

０室 18 

１室 51 

２室 148 

３室 62 

４室 27 

※ 介護給付で利用，自費による利用の合計 

 

（５） 緊急用居室利用前後の居所について（平成 31年４月～令和２年１月） 

緊急用居室利用前の居所 緊急用居室利用後の居所 

自宅 26 件 自宅９件，知人宅１件，親族宅１件， 

アパート２件，医療機関３件 

共同生活援助（グループ・ホーム）４件， 

短期入所施設１件，居住支援施設１件， 

民間宿泊施設１件, 無料低額宿泊所１件, 

継続利用中２件 

共同生活援助（グループ・ホーム）３件 民間宿泊施設２件,医療機関１件 

知人宅１件 共同生活援助（グループ・ホーム）１件 

寮１件 共同生活援助（グループ・ホーム）１件 

医療機関２件 共同生活援助（グループ・ホーム）１件, 

アパート１件 

短期入所１件 短期入所１件 

 


